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 《衰退の概要》 

        大国：ローマ帝国 

       転換点：117～317年 

    経済的不均衡：財政面、金融面、規制面 

    政治的な原因：福祉国家の拡大、中央集権化した統治、軍事独裁 

 行動面での機能不全：インフレや自由労働市場が極端化した状況における限定合理性。ローマ軍の集合行為の

問題。 

 《歴史現象と衰退要因》 

  ［概要］ 

   ・都市国家から始まったローマは、BC1世紀末までに地中海全域 BCを支配し、BC27年に共和政から帝政に

移行した。当初は共和政的要素も残り元首政がとられ、2 世紀の五賢帝の時代には最も安定し領域も最

大になった。しかし、軍人皇帝時代の混乱、ゲルマンやササン朝の侵入などがあって次第に衰え、専制

君主政に移行し、395 年には東西に分裂した。その間、キリスト教が帝国内に浸透、厳しく弾圧された

が、313年に公認され、さらに国教となった。 

   ・ローマ帝国（BC27～AD1453）の時代区分：王政時代（BC753～BC509）、共和制時代（BC508～BC27）、帝政

時代（BC27～AD476）。東ローマ帝国（395～1453）。神聖ローマ帝国（962～1806）は、ローマ帝国の継承

者を名乗った。 

   ・帝政時代の詳細時代区分：Ⅰ元首政（プリンキパトゥス）の時期、①ユリウス＝クラウディウス朝、②

フラウィウス朝、③五賢帝、④セウェルス朝。 Ⅱ３世紀の危機。 Ⅲ専制君主政（ドミトナス）の時期、

①コンスタンティヌス帝の統治、②キリスト教の国教化、③帝国の東西分裂、④西ローマ帝国の滅亡 

   ・ 同上古代ローマの帝政期（BC27～AD476）時代区分：①プリンキパトゥス（元首政）は、BC27～AD235

で、厳密には「3世紀の危機」を含む AD284まで続いた。②ドミナートス（専制君主政）と呼ばれる帝

政ローマ後期は、AD476まで続いた。後期の特徴は、内戦と外部との戦争の区別がつかないほどで、ロ

ーマ帝国の経済的ピークは元首政の初期ではなくて末期だった。 

  ［戦争］ 

   ・領土拡張戦争：ローマ・エトルリア戦争（BC750～BC500）、ローマ・ガリア戦争（BC390～BC193）、ロー

マ・アエクイ戦争（BC458～BC484）、ローマ・ウォルスキ戦争（BC6世紀～BC4世紀） 

   ・外敵の侵略：ササン朝ペルシアの侵寇（244 ごろ）、西ゴート族（ゲルマン人）によるゴート戦争 (376

～382)。東ゴート人の侵入（406）。ヴァンダル人などのライン渡河（406）。ブリテン島を放棄（409）。

西ゴート人のアラリックのローマ掠奪（410）。ヴァンダル人のガイセリック、アフリカに入りピッポで

ローマ軍を破る（430）。フン人のアッティラ大王のガリア侵入（451）。アッティラ大王、ローマに侵入。

ローマ教皇レオ１世による説得で撤退（452）。ヴァンダル人のガイセリック、ローマ掠奪（455）。ガイ

セリック、アフリカ・シチリアその他の地中海諸島を領有（474）。西ゴート人のスペイン領有、ブルグ

ンド人などのガリア分割（475）。西ローマ帝国、オドアケルによって滅ぼされる（476）。 
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   ・大規模な帝国で軍隊が支配的な立場に立つことの経済的メリットは、軍団を国境以外に配置する必要が

なくなることである。 

   ・ハドリアヌス帝（117～138）は、パルティア人の軍隊が国境を脅かしたとき、パルティア人に金を与え

て兵を引かせた。平和を金で買った！ 

  ［経済］ 

   ・経済の基礎：域内交易の活発化、イタリア国内の経済は農業に依存していたが、嗜好品生産に偏り、主

食生産に転換できなかった。 

   ・ローマ帝国の経済は、主に地方・農業中心だった。ローマ帝国に納められたアンナノという税は、一般

に穀物による物納だった。 

   ・とは言え、ローマ文明の特徴は、交易・サービスの専門化を可能にした都市の存在だった。古代ローマ

時代のイタリアの 40％、ローマの町自体を除外すれば 25％都市化されていたと推定される。都市化は、

ローマン・コンクリートや、建築学と工学の進歩によって実現した。だが、土地の所有が依然として富

の源泉だった。 

   ・ローマの各街道や拡大を続けるローマ中心部での交易の利益が増大するにつれて、農業経済が発展した。

交易の利益は、軍隊のおかげだった。 

   ・奴隷の多用も古代ローマの分化が単純労働を蔑んでいたこと物語っている。古代ローマでは住民の 3人

に 1人が奴隷だった可能性がある。 

  ［政治］ 

   ・かつて円満な「共和国」だったローマは、突如ユリウス・カエサルの「独裁国」に変化した。カエサル

以前の 100年間で、非民主的で腐敗した野蛮な社会に転落していった。共和国は名ばかりになり、市民

権はイタリア中心地域のエリート層だけに与えられるようになっていた。「スッラ（BC138～BC78）」の独

裁制が成立し、国はようやく安定した。 

   ・カエサル（BC102～BC44）による皇帝的な支配、とくに征服した異民族にもローマ市民権を与えるという

ポヒュリズム的な市民権拡大策によってローマは救われ、アウグストゥス（BC27～BC14）の業績によっ

てローマ帝国の力は強固になった。 

   ・カエサルの独裁や、その後の帝国成立は、古代ローマ史における衰退への転換点であり、200 年ほど時

期尚早だった？ 

   ・ローマというアイデンティティーは確立し広まった。ローマの価値観は普遍的なものと理解された。（米

国が基本的人権という概念が、あらゆる国に当てはまると考えているのと似ている。）ローマ人は、他の

文化の有益な面を取り入れる一方で、征服した民族を自国の分化に順応させることが容易にできる用に

なった。 

   ・ローマ帝国が大きな成功を収めた要因が、ローマ市民権を他の民族にも拡大したことだった。 

   ・パックス・ロマーナの時代の意義：①ローマの前にも後にも、地中海を囲む全域を支配した文明はなか

った。②2000年近くにわたり、技術の高度化の面でローマ帝国の水準に近づいた社会も出てこなかった。 

   ・ローマ帝国の地理的な規模が最大になったのは、トラヤヌス帝が死去した AD117年のことである。 

 ［衰退］ 

   ・アウグストゥス（BC27～BC14）治世から 100年たつと、ローマ帝国の成長は停止した。そして、アウグ

ストゥスの死から約 450年後、帝国の半分の町は衰退した。 

   ・ローマ帝国の滅亡は、ある時点の出来事というより、数百年にわたる経済の崩壊だった。［ローマの町が

国外の侵略者の略奪を受けた 410年？ ゲルマン民族がラインカやドナウ川を越えて暴力的に移住して

きた為、ローマの町を囲む城壁の建設を始めた 271 年？ 西ローマ帝国最後の皇帝が都を追われた 476

年？］ 

   ・ローマ社会の複雑性が失われた原因：巨大で摩擦の無かった国内交易市場の規模の崩壊。（ローマ帝国時

代の町が点在した地域の地図が、現在では田舎・荒野を示している） 

   ・規模の経済の消滅は、消失が衰退の原因ではなくて、結果である。（5世紀の経済破綻のはるか前に、経

済的な痛手を自ら招いた時期が 300年に渡って続いた） 

   ○最初の過ち：AD122に始まった「ハドリアヌスの長城」建設。（領土拡大、征服から手を引き、内向きに

なった） 

   ○第二の過ち：2世紀末にセプティミウス・セウェルス帝が行った銀貨の悪貨化。 

    デナリウス銀貨：①デナリウス帝（銀の割合 87％⇒81.5％）、②セウェルス帝（⇒78.5％）、③セウェル

ス帝（⇒64.5％）、④セウェルス帝（⇒54％）、⑤セウェルス朝末期（⇒40％）、⑥最後（⇒2％） 

   ○第三の過ち：3 世紀末にディオクレティア帝が、経済の衰退に対する処方箋として、経済を支配・統制
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しようとした。 

   ○ローマ帝国の基本的な制度が徐々に崩れていく一方で、その民が「パンとサーカス」で楽しみを与えら

れ、買収されていた。首都ローマでは、国民を楽しませることが政治の中心になってしまった。 

   ○兵士に支払う給与の財政負担が大きくなりすぎた 

 

第５章 中国の宝 

 《衰退の概要》 

        大国：帝政期の中国 

       転換点：15世紀 

    経済的不均衡：対外貿易の大幅な縮小 

    政治的な原因：中央集権的な統治、独裁的な政策立案、官僚の内部分裂 

 行動面での機能不全：ゼロサム型思考に陥った官僚による損失回避、商人・利得・外国の知識を敵視するアイ

デンティティー面でのヒューリスティック、経済成長とっての貿易の重要性に関する無

知 

 《歴史現象と衰退要因》 

    --- 省略 --- 

 

第６章 スペインの落日 

 《衰退の概要》 

        大国：スペイン帝国 

       転換点：1550年 

    経済的不均衡：財政赤字と国家の破産、不適切な財産権 

    政治的な原因：中央集権的な君主制 

 行動面での機能不全：ギルドの損失回避行動の固定化、生産性向上の機会の本質に関する限定合理性 

 《歴史現象と衰退要因》 

    --- 省略 --- 

 

第７章 奴隷による支配 オスマン帝国のパラドックス 

 

 《衰退の概要》 

        大国：オスマン（・トルコ）帝国 

       転換点：1550～1600年 

    経済的不均衡：財政面、技術面 

    政治的な原因：政府の中央集権化、神権政治、官僚階級のレントシーキング 

 行動面での機能不全：ゼロサム型思考の官僚による損失回避、外国のアイディアを敵視するアイデンティティ

ー面でのヒューリスティック、経済成長にとっての技術の重要性に関する限定合理性 



 
5 

 《歴史現象と衰退要因》 

   ・初期オスマン帝国の多様性は、この国の神髄だった 

   ・中央政府内で支配的になった文化的優越性のヒューリスティクスにより、外部からの新アイティアの流

入が遮断された 

   ・オスマン帝国の統治階層を説明するには「連邦独裁制」がピッタリである 

   ・アスカリはオスマン帝国の支配層であり、免税、武装、騎乗の特権を有しており軍人、書記、法学者な

ども属していたによる官僚制度がオスマン帝国支配の基礎 

   ・オスマン帝国が新たに征服した土地に導入した制度が「ティマール（土地）制」 

   ・ティマール制のもとで、スルタンは居住権を人びとに与え、行政権を「シュパヒー」と呼ばれる騎兵に

与えた 

   ・スルタンに対する地方の影響力を相殺した政治軍事的制度が「イェニチェリ軍団」である 

   ・バルカン半島のキリスト教徒少年が選抜され奴隷軍人になった。イスラム教に改宗させられ、アスケリ

階級の一員になった 

   ・常備歩兵軍のイェニチェリと、非常備の騎兵軍シパーヒーの組み合わせは、数百年オスマン帝国の君主

を支え続け、各種勢力とのバランスの維持が出来た。 

      ・この均衡に 17世紀に経済的圧力が作用した。イェニチェリがレントシーキングの主体に変わっていった。

スルタン選びにも関与しだした。そして、14世紀ごろ成立した徴兵制度デヴシルメ（強制徴用）制度は、

1638年に廃止された。 

   ・18 世紀になると、イェニチェリは 10 万人にもおよび、一部は商売や貿易も手がける様になった。イェ

ニチェリとしての役割や忠誠心はあいまいに。軍事技術は時代遅れになり戦闘能力も低下。 

   ・1798年、アポレオンのエジプト遠征。⇒イェニチェリの弱体化が認識された 

   ・スレイマン一世の最盛期は、オスマン帝国の力がピークに達した時期であるが、同時にオスマン帝国の

交易経済が弱体化し始めた時期でもある 

      ・中央政府は徴税にあたり、農業関連の税を物納ではない形で直接集めるため、ティマール制からタック

ス・ファーミングへの移行を余儀なくされた 

   ○イェニチェリ軍団制度は、オスマン帝国中央政府における政治的停滞の主因 

   ○タックス・ファーミングの変遷：「ティマール制」⇒「マリキャーネ（1695年導入）」⇒「エシャム（1768

年導入）」 

   ○1820年以降の崩壊の 100年ではなくて、中央政府が均衡を失ったその前の 100年が主因 

 

第８章 日本の夜明け 

 《衰退の概要》 

        大国：日本 

       転換点：1994年 

    経済的不均衡：財政面、構造面 

    政治的な原因：特定利益集団や中央集権的な官僚制に比べて脆弱な民主制 

 行動面での機能不全：新重商主義を経済成長策とするヒューリスティック、大規模な銀行や企業による損失回

避 

 《歴史現象と衰退要因》 

--- 省略 --- 

 

第９章 大英帝国の消滅 

 《衰退の概要》 

        大国：英国 

       転換点：1770～80年 

    経済的不均衡：領土面 

    政治的な原因：英国の階級的・地理的エリート層による損失回避 

 行動面での機能不全：英国市民権を与える範囲が狭すぎ、市民と被統治者を区別した 

 《歴史現象と衰退要因》 

    --- 省略 --- 
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第 10章 ヨーロッパ 統一と多様性 

 《衰退の概要》 

        大国：欧州連合 

       転換点：2010年？ 

    経済的不均衡：財政面 

    政治的な原因：抑制なしの財政赤字と安易な借り入れ、準主権国家のモラル・ハザード 

 行動面での機能不全：選挙で選ばれた当局者の時間的視野の狭さ、損失回避、文化的優位性のヒューリスティ

ック 

 《歴史現象と衰退要因》 

    --- 省略 --- 

 

第 11章 カリフォルニア・ドリーム 

 《衰退の概要》 

        大国：カリフォルニア州 

       転換点：1992年～現在 

    経済的不均衡：財政面 

    政治的な原因：ゲリマンダーと任期制限による党派的分極化、極端に累進的な税率と強力な公共部門の

労働組合 

 行動面での機能不全：議会議員らの時間的視野の狭さ、特定利益集団の集団行動の問題 

 《歴史現象と衰退要因》 

    --- 省略 --- 

 

第 12章 米国に必要な長期的視野 

 《衰退の概要》 

        大国：米国 

       転換点：1975年 

    経済的不均衡：財政面 

    政治的な原因：党派的な分極化 

 行動面での機能不全：進取的な政策立案者を犠牲にする、政党による損失回避、特定利益集団の集団行動の問

題 

 《歴史現象と衰退要因》 

--- 今後、読んで、作成予定 ---  

  

  


